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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月14日(2019.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）シアネート樹脂、（ｂ）エポキシ樹脂、（ｃ）無機充填材及び（ｄ）ポリアミド
樹脂を含有する、樹脂組成物。
【請求項２】
　（ａ）シアネート樹脂と（ｂ）エポキシ樹脂との質量比［（ａ）／（ｂ）］が、０．２
～２．５である、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
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　（ｃ）無機充填材の含有量が、樹脂組成物の固形分換算１００質量部に対して、３～５
０質量部である、請求項１又は２に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　（ｄ）ポリアミド樹脂が、数平均分子量が２００００～３００００、かつ重量平均分子
量が１０００００～１４００００であり、末端にアミノ基を有するゴム変性ポリアミド樹
脂である、請求項１～３のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　（ｄ）ポリアミド樹脂の含有量が、（ｃ）無機充填材の質量を除く樹脂組成物の固形分
換算１００質量部に対して、１～２０質量部である、請求項１～４のいずれか１項に記載
の樹脂組成物。
【請求項６】
　（ａ）シアネート樹脂が、１分子中に２個のシアナト基を有するジシアネート化合物の
プレポリマーである、請求項１～５のいずれか１項に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　支持体、接着補助層及び層間絶縁層用樹脂組成物層をこの順に有する層間絶縁層用樹脂
フィルムであって、
　前記接着補助層が、請求項１～６のいずれか１項に記載の樹脂組成物を含有する層であ
る、層間絶縁層用樹脂フィルム。
【請求項８】
　前記層間絶縁層用樹脂組成物層が、（ｅ）シアネート樹脂、（ｆ）エポキシ樹脂及び（
ｇ）無機充填材を含有する層間絶縁層用樹脂組成物を含有する、請求項７に記載の層間絶
縁層用樹脂フィルム。
【請求項９】
　（ｅ）シアネート樹脂と（ｆ）エポキシ樹脂との質量比［（ｅ）／（ｆ）］が、０．１
～２である、請求項８に記載の層間絶縁層用樹脂フィルム。
【請求項１０】
　（ｇ）無機充填材の含有量が、前記層間絶縁層用樹脂組成物の固形分換算１００質量部
に対して、４０～９０質量部である、請求項８又は９に記載の層間絶縁層用樹脂フィルム
。
【請求項１１】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の樹脂組成物の硬化物又は請求項７～１０のいずれ
か１項に記載の層間絶縁層用樹脂フィルムが有する接着補助層及び層間絶縁層用樹脂組成
物層の硬化物を含む多層プリント配線板。
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